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（２）どんな時に差別を感じたか

外国人であることによる差別を感じた時としては、スーパーなどの店、職場、待遇、

仕事を探す時、不動産を探す時、クレジットカードの申し込みを断られた時、タクシー

に拒否された時、監視される時、じろじろみられる時などがあげられている。

【回答の例】

仕事の時日本人は陰で悪口を言っている。

１０年以上日本で仕事をしていても、昇格がない。

仕事を探すとき。

日本人同僚と同じ条件でない。例えば社会保険がない。雇用保険がない。有給休暇がない。年２回ボーナス
がもらえない。

外国人として待遇がいいと思う。アメリカ人は、他の外国人より待遇がいいと思う。

日本人にじっと見つめられたり、触られたり「外人」と大きな声で呼ばれたことがある。私が日本語ができ
ないと思ってセクハラらしい言葉を言ってきますが理解できます。他の日本人と違う待遇をされている。あ
る程度は仕方がないが、失礼の方が多いのでイヤです。

アパートを借りるとき。不動産屋さんによるが、外国人にアパートを貸さないところもある。

アパートを借りるとき、クレジットカードを申し込む時、何か相談したり調べがあるとき警察は毎回すべて
の個人データを知りたがる。

日本で使えるクレジットカードが欲しい。カードがもらえない理由の説明が無いことは、差別だと思う。

３年前から自動車保険を払っているが、先日車をぶつけ、検証後「保険ではカバーできない」ということで
いまだに断られている。

電車に乗ると隣に座ってる人が他の席に行く。

どこへ行ってもじろじろ見られイヤだ。私生活。プライバシーについて守られていない。

ある旅館では外国人が泊まることを禁じてる。時々公の場所で日本人にじろじろ見られたり、笑われたこと
がある。

多くの日本人は私をブラジル人だと思って親切でない。しかし、アメリカ人だと分かると過剰に親切にな
る。日本人は外国人が好きでないということは明らかだ。

警察は日本人のことは信じ、外国人のことは疑う。日本人はその人をあるがままに見ようとしない。偽善的
なことが多い。日本人用と外国人用の２つのルールがある。

公共団体の対応があまりよくない。例えば、警察や入国管理局。

何度も学校で。

色々な場合があり、必ずしも表立った差別でない。

美容院へ髪を切りに行ったら、オーナーに断られた。

この間、ある自転車屋に入って値段を聞いたら、店員は答えてから「出ていって下さい」と言って追い出し
た。

車の部品を買う際に、日本人の店員に売ることを拒否された。外国人は皆泥棒だといわれた。

外国人であるため、キャンプ場で拒否された。

スーパ－に入ったとき、「外国人がスーパーに入りましたのでご注意下さい」という放送が入った。

デパートなどで店員に監視される。

エアコンを買いに行ったとき、分割払いを断られた。

自分の住んでいる地域で差別があった。「ここは外国人のいる所ではない」とある人に言われた。

住んでいたアパートの隣の人は嫌がらせをして「外人は出ていけ」と言っていた。職場でも嫌がらせをされ
ていた。


